
素
問
風
論
（
四
十
二
）
に
「
風
は
百
病
の
長
な
り
」
と
あ
り
同
じ

く
玉
機
真
藏
論
（
十
九
）
に
も
「
是
の
故
に
風
は
百
病
の
長
な
り
」

と
あ
る
。
風
は
百
病
に
先
ん
じ
て
有
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
百
病
に

先
だ
ち
て
あ
る
も
の
と
か
、
あ
る
い
は
風
は
百
病
の
如
き
な
り
（
生

気
通
天
論
）
と
か
百
病
の
代
表
者
な
り
と
し
て
い
る
。
玉
機
真
藏
論

に
お
い
て
は
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
病
が
五
臓
間
を
相
互
伝
移
す
る
場
合

の
次
序
竝
に
逆
常
転
移
の
原
因
と
根
拠
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

導
引
口
訣
抄
に
病
の
転
移
に
つ
い
て
「
六
脈
の
病
五
臓
に
移
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
六
脈
か
ら
五
臓
に
移
る
疾
病
に
つ
い
て
、
た
と
え

ば
脾
に
移
る
胃
の
疾
病
、
心
に
移
る
小
腸
の
疾
病
の
症
状
。
肺
に
移

る
大
腸
の
疾
病
。
腎
に
移
る
膀
胱
の
疾
病
。
脾
に
移
る
肝
の
疾
病
の

『
導
引
口
訣
紗
』
に
み
る
病
伝
の

文
献
的
解
釈
に
つ
い
て

１

２

坂
本
秀
治
、
市
川
太
郎

症
状
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
（
但
し
胆
は
肝
の
短
葉
の
間

に
あ
る
の
で
按
喬
し
に
く
い
た
め
肝
を
療
治
し
て
か
ら
胆
病
を
治
す

と
し
て
お
り
、
そ
れ
故
肝
胆
の
関
係
だ
け
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
即

ち
「
肝
の
疾
病
胆
に
移
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
）
肝
は
筋
絡
蘓

糸
を
主
る
こ
と
に
な
り
五
行
的
に
見
れ
ば
よ
く
符
合
す
る
訳
で
あ
り

肝
の
療
治
と
し
て
は
按
喬
が
適
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
現
代
的
な
感
覚
か
ら
は
理
解
し
に
く
い
と
さ
れ

て
い
る
が
内
経
・
難
経
な
ど
の
古
典
的
文
献
の
記
載
か
ら
検
討
を
加

え
た
。一

年
十
二
ヶ
月
は
人
の
三
陰
三
陽
の
十
二
脈
（
十
二
経
脈
）
に
応

ず
る
。
十
二
脈
は
五
臓
六
脈
と
心
包
絡
（
値
中
）
に
連
な
る
。

経
絡
系
統
と
十
二
経
脈
の
気
血
の
流
注
の
次
序
は
霊
枢
経
脈
篇
に

よ
れ
ば
手
の
太
陰
肺
経
に
は
じ
ま
り
足
の
厭
陰
肝
経
に
注
ぎ
一
周
す

る
と
き
は
ま
た
元
の
肺
経
に
次
の
よ
う
に
伝
注
す
る
。

母
指
端
↑
（
手
太
陰
肺
経
）
ｉ
肺
↑
中
焦

↑

示
指
端
↓
（
手
陽
明
大
腸
経
）
↓
大
腸
↓
鼻↑

第
二
趾
↑
（
足
陽
明
胃
経
）
Ｉ
胃
Ｉ
眼

↑鰹
細
報
繩
罐
仙
岬
し
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こ
れ
を
陰
陽
的
に
分
類
整
理
し
た
の
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
経
絡
臓

脈
流
注
表
で
あ
る
。

一
方
素
問
病
伝
論
後
半
に
お
い
て
、
病
の
転
移
、
病
状
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
教
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

「
腎
病
少
腹
腰
背
痛
桁
疫
。
三
日
背
眠
筋
痛
小
便
閉
。
三
日
腹
脹
。

三
日
両
脅
支
痛
。
三
日
不
已
死
。
冬
大
晨
。
夏
日
安
肺
。
」
と
。
こ

れ
と
並
ん
で

「
膀
胱
病
小
便
閉
、
五
日
小
腹
脹
、
腰
背
痛
垳
痩
。
一
日
腹
脹
、

一
日
身
体
痛
、
二
日
不
已
死
。
冬
鶏
鳴
。
夏
下
肺
。
」
と
あ
る
よ
う

に
膀
胱
の
疾
病
（
陽
病
で
賄
病
）
転
移
し
て
腎
の
疾
病
（
臓
の
病
で

陰
病
）
の
症
状
を
示
す
。

↑

小
指
端
↓
（
手
太
陽
小
腸
経
）
↓
小
腸
↓
耳↑

第
五
趾
↑
（
足
太
陽
膀
胱
経
）
↑
膀
胱
↑
眼

一

足
底
部
↓
（
足
小
陰
腎
経
）
ｌ
腎
Ｉ

中
指
端
↑
（
二
十
厭
陰
心
包
経
）
↑
心
包
ｌ
｜

↑

環
指
端
↓
（
手
少
陽
三
焦
経
）
↓
三
焦
↓
眼↑

第
四
趾
↓
（
足
少
陽
胆
経
）
Ｉ
胆
Ｉ
‐
眼

↑

第
一
趾
↓
（
足
臓
陰
肝
経
）
ｌ
肝

先
程
の
、
病
が
五
臓
間
を
相
互
伝
移
す
る
場
合
の
次
序
に
つ
い
て

説
い
て
い
る
玉
機
真
藏
論
の
中
で
、
「
弗
治
腎
伝
之
心
病
筋
脈
相
引

而
急
病
日
癖
。
当
此
之
時
可
灸
、
可
薬
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
王
味
注
は
「
腎
不
足
な
る
と
き
は
、
則
水
生
せ
ず
。
水
生
せ

ざ
る
と
き
は
則
筋
躁
急
な
り
」
。
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

柴
崎
氏
は
「
病
は
已
に
腎
に
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
腎
の
病

状
が
現
わ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
む
し
ろ
心
の
関
係
で
あ
る
べ
き

だ
」
と
し
て
疑
義
を
投
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
導
引
口
訣
抄
に
挙
げ
て
い
る
「
小
腸
よ
り
心
に

移
す
病
証
（
即
ち
六
府
よ
り
五
臓
に
移
す
病
証
）
」
に
ほ
ぼ
符
合
す

る
。

し
か
し
玉
機
真
藏
論
王
沐
注
に
述
べ
る
よ
う
な
「
腎
の
異
常
で
筋

に
水
分
が
な
く
な
る
」
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
臨
床
的
説
明
に
は
な

ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
導
引
口
訣
抄
の
「
六
脈
の
病
五
臓
に
移
る
」
と
い

う
理
論
は
七
伝
・
間
臓
の
伝
変
に
つ
い
て
教
示
す
る
五
十
三
難
と
、

こ
れ
と
密
接
に
連
な
る
「
臓
病
（
陰
病
）
は
治
し
難
く
肺
病
（
陽
病
）

は
治
し
易
し
の
」
五
十
四
難
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
の
よ
う
に
難

経
が
教
え
る
よ
う
に
病
の
伝
変
を
相
尅
（
七
伝
）
と
相
生
（
間
臓
）
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枢
（
病
伝
論
）

と
解
さ
れ
る
。

の
二
つ
に
簡
潔
直
裁
的
に
分
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
理
解
し
難
い

も
の
と
な
る
が
、
し
か
し
煩
雑
と
さ
れ
る
素
間
（
標
本
病
伝
）
、
霊

枢
（
病
伝
論
）
の
説
に
従
っ
て
論
ず
れ
ば
む
し
ろ
理
に
適
っ
た
も
の

、
（
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）

⑳
（
南
小
岩
接
骨
院
）

慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
の
さ
い
、
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
横
浜
軍
陣
病
院
が
開
設
さ
れ
た
が
、
病
院
の
所
在
地
に
つ
い

て
は
二
説
あ
る
。

即
ち
、
①
野
毛
の
修
文
館
と
洲
干
弁
天
の
仏
語
伝
習
所
、
②
野
毛

の
修
文
館
と
野
毛
山
下
の
太
田
陣
屋
、
の
二
説
で
あ
る
。

①
説
は
、
大
久
保
利
謙
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
『
横
浜
軍
陣
病
院

の
日
記
』
、
『
復
古
記
』
と
符
合
し
な
い
が
、
そ
の
後
の
各
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
も
①
説
を
否
定
す
る
論
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

演
者
は
、
一
九
八
六
年
の
関
西
支
部
春
季
大
会
に
お
い
て
「
横
浜

仏
語
伝
習
所
、
太
田
陣
屋
、
修
文
館
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
発
表
し
た
。

即
ち
、
太
田
陣
屋
と
仏
語
伝
習
所
は
慶
応
元
年
の
伝
習
所
開
校
以

『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
』
を
再
読
し
て

中
西
淳
朗
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